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１【四半期報告書の訂正報告書の提出理由】
　当社は、令和２年２月４日付「当社元子会社における不適切な取引行為判明による社内調査委員会設置に関するお知

らせ」にてお知らせしました通り、当社の元連結子会社であるロジコムリアルエステート株式会社（現株式会社ＬＣリ

アルマネジメント（以下「LRE」といいます。）において、不適切な取引行為等が行われていた疑義が生じたため、当

社と利害関係を有しない外部の専門家を主要メンバーとする社内調査委員会を令和２年２月５日に設置し、同日より、

事実関係の調査及び会計処理の適正性の検討を行うとともに、原因の究明及び類似事象の有無の検証を行ってまいりま

した。

　その結果、令和２年４月22日に受領した同調査委員会報告書によると、LREにおいて、役務の提供や対象物の引渡し

事実がない売上高及び売上原価を計上していた事実、並びに回収可能性のない前渡金等が資産計上されていた事実が認

められました。また、収用に伴う会計処理と、資産除去債務の算定にあたっての誤りが認められました。

　これらの事実に基づく訂正により、平成28年11月14日に提出いたしました第25期第２四半期（自　平成28年７月１

日　至　平成28年９月30日）四半期報告書の記載事項の一部に訂正すべき事項がありましたので、これを訂正するた

め、四半期報告書の訂正報告書を提出するものであります。

　なお、訂正後の四半期連結財務諸表については、赤坂有限責任監査法人により四半期レビューを受けており、その四

半期レビュー報告書を添付しております。

 

２【訂正事項】
第一部　企業情報

１　主要な経営指標等の推移

 

第２　事業の状況

 

３　財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析

 

第４　経理の状況

 

３【訂正箇所】
　訂正箇所は＿＿＿を付して表示しております。なお、訂正箇所が多数に及ぶことから、上記の訂正事項については、

訂正後のみを記載しております。
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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第24期

第２四半期
連結累計期間

第25期
第２四半期
連結累計期間

第24期

会計期間
自　平成27年４月１日
至　平成27年９月30日

自　平成28年４月１日
至　平成28年９月30日

自　平成27年４月１日
至　平成28年３月31日

売上高 （千円） 3,321,766 3,426,072 6,561,164

経常損失（△） （千円） △296,390 △23,626 △706,198

親会社株主に帰属する四半期(当期)純

利益又は親会社株主に帰属する四半期

純損失（△）

（千円） 630,470 △254,370 1,020,546

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 669,194 △570,436 1,003,684

純資産額 （千円） 3,738,896 4,235,419 4,833,556

総資産額 （千円） 25,258,089 25,443,941 27,387,115

１株当たり四半期(当期)純利益金額又

は１株当たり四半期純損失金額（△）
（円） 266.26 △91.50 426.74

潜在株式調整後

１株当たり四半期（当期）純利益金額
（円） - - -

自己資本比率 （％） 15.4 17.2 18.2

営業活動によるキャッシュ・フロー （千円） △125,854 △839,494 527,313

投資活動によるキャッシュ・フロー （千円） 2,014,538 △351,331 △1,850,346

財務活動によるキャッシュ・フロー （千円） △426,150 620,219 3,040,326

現金及び現金同等物の

四半期末（期末）残高
（千円） 3,921,067 3,387,738 4,060,648

 

回次
第24期

第２四半期
連結会計期間

第25期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自　平成27年７月１日
至　平成27年９月30日

自　平成28年７月１日
至　平成28年９月30日

１株当たり四半期純利益金額又は

１株当たり四半期純損失金額
（円） 290.02 △6.24

（注）１　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため、また第25期第

２四半期連結累計期間が１株当たり四半期純損失金額のため記載しておりません。
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２【事業の内容】

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事業の内容

に重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社における異動は、以下のとおりであります。

（ロジコムリアルエステート株式会社）

第１四半期連結会計期間において、売却したため、連結の範囲から除外しております。

（ロジコム分割準備株式会社）

第１四半期連結会計期間において、新規設立しております。

（合同会社ＬＣＲＦ13）

　当第２四半期連結会計期間において、販売用不動産の取得資金について、その大半を当社の連結子会社である株式

会社ＬＣレンディングからの借入で調達しているため、連結の範囲に含めております。

 

　この結果、平成28年９月30日現在では、当社グループは、当社、子会社17社及び関連会社３社により構成されるこ

ととなりました。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第２四半期連結累計期間において、財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の異常な変動又は、前事

業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」について重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　なお、当社は平成28年10月１日付で持株会社体制への移行をしております。また、当社の連結子会社において固定

資産の譲渡及び取得をしております。詳細は「第４　経理の状況　１．四半期連結財務諸表　注記事項（重要な後発

事象）」に記載のとおりであります。

 

 

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。

 

(1）業績の状況

　当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府や日本銀行による各種経済政策を背景に、雇用・所得環

境の改善が見られたものの、昨年までの円安基調から一転して円高の進行により景気の下押しリスクが存在してお

り、先行き不透明な状況が続いています。

　当社グループの連結業績は、安定した空床率の改善傾向にありますが、関係会社株式売却損や法人税等の増加等

により、売上高3,426,072千円(前年同四半期比3.1％増収)、営業利益339,719千円（前年同四半期比332.2％増

益)、経常損失は23,626千円（前年同四半期も経常損失296,390千円）、親会社株主に帰属する四半期純損失は

254,370千円（前年同四半期は親会社株主に帰属する四半期純利益630,470千円)となりました。
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(2）財政状態の分析

（資産）

　流動資産は前連結会計年度末に比べて157.5％増加し、15,895,352千円となりました。これは現金及び預金

929,350千円、その他322,819千円の減少があった一方、営業貸付金308,431千円、販売用不動産10,574,878千円の

増加があったこと等によります。

　固定資産は前連結会計年度末に比べて55.0％減少し、9,548,589千円となりました。これは建物及び構築物

4,635,745千円、土地5,987,027千円の減少があったこと等によります。

　この結果、総資産は前連結会計年度末に比べて7.1％減少し、25,443,941千円となりました。

（負債）

　流動負債は前連結会計年度末に比べて1.4増加し、3,905,994千円となりました。これは１年内返済予定の長期借

入金379,054千円、その他325,450千円の減少があった一方、短期借入金608,975千円の増加があったこと等により

ます。

　固定負債は前連結会計年度末に比べて6.9％減少し、17,302,527千円となりました。これは長期借入金515,595千

円、長期預り敷金保証金443,654千円の減少があったこと等によります。

　この結果、負債合計は前連結会計年度末に比べて6.0％減少し、21,208,522千円となりました。

（純資産）

　純資産合計は前連結会計年度末に比べて12.4％減少し、4,235,419千円となりました。これは利益剰余金282,170

千円、為替換算調整勘定314,208千円の減少があったこと等によります。

 

(3）キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、営業活動による減少

839,494千円、投資活動による減少351,331千円がありましたが、財務活動による増加620,219千円があり、当第２

四半期連結累計期間末残高は3,387,738千円となりました。

当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれぞれの要因は次のとおりであります。

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果、減少した資金は839,494千円であり、前年同四半期と比べ713,639千円の減少となりました。

これは主に固定資産売却損益1,021,219千円による増加があった一方で、販売用不動産の増減額755,839千円、そ

の他の負債の増減額913,973千円による減少があったこと等によるものであります。

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果、減少した資金は351,331千円であり、前年同四半期と比べ2,365,869千円の減少となりまし

た。これは主に有形固定資産の取得による支出1,664,457千円による増加があった一方で、有形固定資産の売却

による収入4,326,006千円による減少があったこと等によるものであります。

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果、増加した資金は620,219千円であり、前年同四半期と比べ1,046,369千円の増加となりまし

た。これは主に短期借入金の純増減額560,082千円、長期借入れによる収入802,900千円による減少があった一方

で、長期借入金の返済による支出2,901,924千円による増加があったこと等によるものであります。

 

(4）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、当社グループが事業上及び財務上の対処すべき課題について重要な変更は

ありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 5,690,000

計 5,690,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成28年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成28年11月14日）

上場金融商品取引所名又
は登録認可金融商品取引
業協会名

内容

普通株式 2,780,200 2,780,200

東京証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（グロース）

単元株式数100株

計 2,780,200 2,780,200 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数

（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成28年７月１日～

平成28年９月30日
－ 2,780,200 － 1,199,298 － 1,162,238
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（６）【大株主の状況】

  平成28年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

本荘　良一 東京都東大和市 726,800 26.14

金子　修 東京都武蔵野市 406,300 14.61

本荘倉庫株式会社 東京都東大和市立野２－２－16 206,000 7.40

松井証券株式会社 東京都千代田区麹町１－４ 97,400 3.50

根本　昌明 東京都日野市 87,400 3.14

有限会社ミロス 東京都新宿区西新宿３－３－23 86,300 3.10

青山　英男 東京都世田谷区 86,200 3.10

本荘　祐司 東京都東大和市 67,400 2.42

黒田　透 島根県松江市 62,900 2.26

高須　隆司 愛知県高浜市 55,200 1.98

計 － 1,881,900 67.68

 

（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

平成28年９月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

普通株式　　　　　200
－ －

完全議決権株式（その他） 普通株式　　2,779,700 　　　　　　　　　27,797 －

単元未満株式 普通株式　　　　　300 － －

発行済株式総数 　　　　　　　2,780,200 － －

総株主の議決権 － 　　　　　　　　　27,797 －

 

②【自己株式等】

平成28年９月30日現在
 

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
（株）

他人名義
所有株式数
（株）

所有株式数
の合計
（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

ＬＣホールディングス

株式会社

東京都東大和市立野

二丁目１番地３
200 － 200 0.00

計 － 200 － 200 0.00

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１　四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２　監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成28年７月１日から平

成28年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成28年４月１日から平成28年９月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、赤坂有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。

　なお、金融商品取引法第24条の４の７第４項の規定に基づき、四半期報告書の訂正報告書を提出しておりますが、

訂正後の四半期連結財務諸表については、赤坂有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

(1)【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成28年３月31日)
当第２四半期連結会計期間

(平成28年９月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 4,437,418 3,508,068

受取手形及び売掛金 146,626 208,009

営業貸付金 745,624 1,054,055

販売用不動産 - 10,574,878

原材料及び貯蔵品 416 420

繰延税金資産 69,224 90,435

その他 788,434 465,615

貸倒引当金 △15,708 △6,131

流動資産合計 6,172,037 15,895,352

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 7,582,894 2,947,148

機械装置及び運搬具（純額） 40,189 3,061

土地 7,899,071 1,912,044

リース資産（純額） 364,338 3,578

建設仮勘定 38,314 -

その他（純額） 29,125 24,724

有形固定資産合計 15,953,934 4,890,557

無形固定資産   

借地権 831,714 237,837

その他 41,138 39,106

無形固定資産合計 872,852 276,943

投資その他の資産   

投資有価証券 1,189,665 1,093,752

長期貸付金 540,297 970,423

繰延税金資産 13,025 11,114

敷金及び保証金 2,101,151 1,818,604

その他 624,380 489,336

貸倒引当金 △80,229 △2,142

投資その他の資産合計 4,388,291 4,381,088

固定資産合計 21,215,078 9,548,589

資産合計 27,387,115 25,443,941
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成28年３月31日)
当第２四半期連結会計期間

(平成28年９月30日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 12,790 14,931

短期借入金 1,859,792 2,468,767

1年内返済予定の長期借入金 972,957 593,903

未払法人税等 15,023 143,508

賞与引当金 32,850 35,589

役員賞与引当金 36,000 -

リース債務 34,323 3,779

営業損失引当金 37,973 12,657

その他 958,309 632,858

流動負債合計 3,960,020 3,905,994

固定負債   

長期借入金 10,775,369 10,259,774

リース債務 294,411 -

繰延税金負債 373,921 1,071

資産除去債務 519,989 285,901

長期預り敷金保証金 3,490,262 3,046,607

長期預り金 2,961,326 3,577,685

その他 178,259 131,487

固定負債合計 18,593,538 17,302,527

負債合計 22,553,559 21,208,522

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,199,298 1,199,298

資本剰余金 1,162,238 1,162,238

利益剰余金 2,610,117 2,327,946

自己株式 △226 △226

株主資本合計 4,971,427 4,689,257

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 - △4,007

為替換算調整勘定 5,241 △308,967

その他の包括利益累計額合計 5,241 △312,974

非支配株主持分 △143,112 △140,862

純資産合計 4,833,556 4,235,419

負債純資産合計 27,387,115 25,443,941
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年９月30日)

売上高 3,321,766 3,426,072

売上原価 2,642,583 2,422,714

売上総利益 679,182 1,003,357

販売費及び一般管理費 ※１ 600,572 ※１ 663,638

営業利益 78,610 339,719

営業外収益   

受取利息 3,825 29,151

受取配当金 20 16

匿名組合投資利益 18,899 29,628

その他 18,885 7,596

営業外収益合計 41,631 66,392

営業外費用   

支払利息 277,483 290,496

貸倒引当金繰入額 - 299

資金調達費用 130,496 48,176

持分法による投資損失 2,076 59,329

その他 6,574 31,436

営業外費用合計 416,631 429,738

経常損失（△） △296,390 △23,626

特別利益   

固定資産売却益 1,022,476 264

関係会社株式売却益 - 106,516

為替換算調整勘定取崩額 49,617 -

その他 2,792 -

特別利益合計 1,074,886 106,780

特別損失   

固定資産除却損 1,020 3,930

和解金 17,242 -

その他 8,045 -

特別損失合計 26,308 3,930

匿名組合損益分配前税金等調整前四半期純利益 752,188 79,223

匿名組合損益分配額 72,379 201,087

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期

純損失（△）
679,809 △121,863

法人税等 42,880 130,357

四半期純利益又は四半期純損失（△） 636,928 △252,220

非支配株主に帰属する四半期純利益 6,458 2,149

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主

に帰属する四半期純損失（△）
630,470 △254,370
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年９月30日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） 636,928 △252,220

その他の包括利益   

為替換算調整勘定 31,873 △252,029

持分法適用会社に対する持分相当額 391 △66,186

その他の包括利益合計 32,265 △318,215

四半期包括利益 669,194 △570,436

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 662,735 △572,586

非支配株主に係る四半期包括利益 6,458 2,149
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半

期純損失（△）
679,809 △121,863

減価償却費 338,176 379,063

引当金の増減額（△は減少） △29,422 △54,537

受取利息及び受取配当金 △3,845 △29,167

匿名組合投資損益（△は益） 17,766 △29,628

匿名組合分配額(△は益) － 201,087

資金調達費用 130,647 48,176

支払利息 277,483 290,496

その他の営業外損益（△は益） △121 218

固定資産売却損益（△は益） △1,021,484 △264

為替換算調整勘定取崩額 △49,617 －

関係会社株式売却損益（△は益） － △106,516

売上債権の増減額（△は増加） △104,173 △64,352

営業貸付金の増減額（△は増加） △511,860 △308,431

たな卸資産の増減額（△は増加） △346 △7

販売用不動産の増減額（△は増加） － △755,839

前渡金の増減額（△は増加） △372,088 △21,566

仕入債務の増減額（△は減少） 16,200 2,140

前払費用の増減額（△は増加） △3,431 △37,813

その他の流動資産の増減額（△は増加） － △274,336

長期前払費用の増減額（△は増加） － 4

敷金及び保証金の増減額（△は増加） △1,798 21,565

その他の資産の増減額（△は増加） 4,464 1,551

預り敷金及び保証金の増減額（△は減少） △53,130 △27,220

その他の負債の増減額（△は減少） △40,584 10,335

その他 139,977 298,578

小計 △587,379 △578,327

利息及び配当金の受取額 2,591 18,914

利息の支払額 △266,178 △302,271

和解金の受取額 600 600

収用補償金の受取額 735,010 24,183

法人税等の支払額 △10,497 △2,593

営業活動によるキャッシュ・フロー △125,854 △839,494

投資活動によるキャッシュ・フロー   

投資有価証券の取得による支出 △10,010 －

投資有価証券の払戻による収入 9,500 －

有形固定資産の取得による支出 △1,910,748 △246,291

有形固定資産の売却による収入 4,331,006 5,000

無形固定資産の取得による支出 △284,499 －

貸付けによる支出 △255,000 △454,173

貸付金の回収による収入 155,234 44,047

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の売却による

収入
－ 107,901

その他 △20,944 192,183

投資活動によるキャッシュ・フロー 2,014,538 △351,331
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  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年９月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー   

制限付預金の払戻による収入 21,614 3,889

短期借入金の純増減額（△は減少） 949,058 388,975

長期借入れによる収入 1,522,900 720,000

長期借入金の返済による支出 △3,885,901 △983,977

配当金の支払額 △23,678 △24,357

非支配株主からの払込みによる収入 10 100

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △88,322 △8,152

匿名組合出資者からの払込みによる収入 1,103,620 627,769

匿名組合出資金の分配による支出 △25,449 △104,026

財務活動によるキャッシュ・フロー △426,150 620,219

現金及び現金同等物に係る換算差額 15,969 △102,304

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,478,502 △672,910

現金及び現金同等物の期首残高 2,546,889 4,060,648

連結除外に伴う現金及び現金同等物の減少額 △104,325 －

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※１ 3,921,067 ※１ 3,387,738
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【注記事項】

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

　（連結の範囲の重要な変更）

　第１四半期連結会計期間より、ロジコムリアルエステート株式会社は売却したため、連結の範囲から除外

し、ロジコム分割準備株式会社は新規設立したため、連結の範囲に含めております。

　当第２四半期連結会計期間より、合同会社ＬＣＲＦ13は販売用不動産の取得資金について、その大半を当社

の連結子会社である株式会社ＬＣレンディングからの借入で調達しているため、連結の範囲に含めておりま

す。

 

 

 

（会計方針の変更）

（平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用）

　法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務対

応報告第32号　平成28年６月17日）を第１四半期連結会計期間に適用し、平成28年４月１日以後に取得した建物

附属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

　なお、これによる損益に与える影響は軽微であります。

 

 

 

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

　税金費用の計算

　当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を

合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。

 

 

 

(追加情報)

（保有目的の変更）

　保有目的の変更により、第１四半期連結会計期間において、保有不動産の一部を販売用不動産に振替えており

ます。

　その内容は以下のとおりであります。

建物及び構築物 4,059,683千円

機械及び装置 25,990千円

土地 6,216,257千円

借地権 346,701千円

その他 21,600千円

計 10,670,232千円

 

（繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用）

　「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号　平成28年３月28日）を第１

四半期連結会計期間から適用しております。
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（四半期連結損益計算書関係）

※１　販売費及び一般管理費の内訳

 
　前第２四半期連結累計期間
（自 平成27年４月１日

　　至 平成27年９月30日）

　当第２四半期連結累計期間
（自 平成28年４月１日

　　至 平成28年９月30日）

貸倒引当金繰入額 4,173千円 5,405千円

役員報酬 100,440 82,228

役員賞与 6,500 5,360

給料 140,860 146,731

賞与 9,000 16,588

賞与引当金繰入額 7,918 23,375

退職給付費用 6,504 6,285

福利厚生費 39,097 39,814

賃借料 29,716 43,618

減価償却費 11,578 14,642

支払報酬 33,755 41,480

支払手数料 92,574 94,467

その他 118,452 143,639

 

 

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は下記

のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自 平成27年４月１日
至 平成27年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自 平成28年４月１日
至 平成28年９月30日）

現金及び預金勘定 3,997,659千円 3,508,068千円

預入期間が３か月超の定期預金及び定期積金 △52,435 △100,000

引出制限付預金 △24,156 △20,329

現金及び現金同等物 3,921,067 3,387,738

 

 

 

EDINET提出書類

グローム・ホールディングス株式会社(E04034)

訂正四半期報告書

17/24



（株主資本等関係）

前第２四半期連結累計期間（自　平成27年４月１日　至　平成27年９月30日）

配当に関する事項

（1）配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額　

（千円）

１株当たり配当

額

（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年６月26日

定時株主総会
普通株式 23,678 10.00 平成27年３月31日 平成27年６月29日 利益剰余金

 

（２）基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間

末後となるもの

　　該当事項はありません。

 

当第２四半期連結累計期間（自　平成28年４月１日　至　平成28年９月30日）

配当に関する事項

（1）配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額　

（千円）

１株当たり配当

額

（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年６月28日

定時株主総会
普通株式 27,799 10.00 平成28年３月31日 平成28年６月29日 利益剰余金

 

（２）基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間

末後となるもの

　　該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

　当社グループは、不動産賃貸関連事業の単一のセグメントであるため、記載を省略しております。

 

 

 

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　平成27年４月１日
至　平成27年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成28年４月１日
至　平成28年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純

損失金額（△）
266円26銭 △91円50銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額又は親会

社株主に帰属する四半期純損失金額（△）

（千円）

630,470 △254,370

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純利

益金額又は親会社株主に帰属する四半期純損失金

額(△）（千円）

630,470 △254,370

普通株式の期中平均株式数（株） 2,367,890 2,779,991

　(注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため、また当第２四半期連結累

計期間が、１株当たり四半期純損失金額のため記載しておりません。
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（重要な後発事象）

（持株会社体制への移行）

　当社は平成28年５月23日開催の取締役会の決議及び平成28年６月28日開催の定時株主総会における吸収分割契

約の承認に基づき、平成28年10月１日付で、当社を吸収分割会社とし、分割準備会社を承継会社とする分社型会

社分割（吸収分割）により、持株会社体制へ移行いたしました。また、同日をもって、株式会社ロジコム及びロ

ジコム分割準備株式会社は、ＬＣホールディングス株式会社及び株式会社ロジコムへ商号変更いたしました。

 

１．会社分割の概要

（1） 会社分割の目的

　　　当社企業グループの更なる事業の発展及び企業価値向上を目指すためには、当社の企業グループとしての

機能化（グループ収益の約7割を占める収益事業及びグループを統括するという重要な機能が混在したまま

の当社の機能分化）を更に発展させる一方、グループ経営を一体化させるための施策として、①経営戦略の

策定、②経営資源の最適配分、③経営人材の育成、④コーポレート・ガバナンス強化、⑤機動的かつ効率的

な情報管理等の機能強化を推進するための環境が不可欠であると判断し、当社を分割した上で持株会社体制

へ移行する方針を決定いたしました。

 

（2） 会社分割の方法

　　　当社を分割会社とし、当社の100％子会社であるロジコム分割準備株式会社を承継会社とする吸収分割

 

（3） 会社分割の期日

　　　平成28年10月１日

 

（4） 対象となった事業の内容

　　　当社のサブリース事業、不動産売買・仲介事業、建築・設計請負事業、プロパティマネジメント事業及び

これらに付随する事業に関して有する一切の権利義務（本件吸収分割契約に別段の定めがあるものを除く）

 

２．実施した会計処理の概要

　　　「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日）及び「企業結合会計基準及び

事業分離等会計基準に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第10号　平成25年９月13日）に基づき、共

通支配下の取引等として処理しております。
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（固定資産の譲渡及び取得）

当社の連結子会社である合同会社ＬＣＲＦ６及び合同会社ＬＣＲＦ９は、当社の連結子会社である合同会社

ＰＢＴＦ１へ次のとおり固定資産の譲渡をしております。

(1)譲渡の理由

本譲渡資産取得資金用の借換え（返済及び借入）について、切り替えのための諸条件が整ったため、その一

環として本件譲渡を行うことといたしました。

(2)譲渡資産の内容

　ＬＣＲＦ６

①譲渡契約日 平成28年10月28日

②引渡日 平成28年10月28日

③内容  

譲渡資産の種類 不動産信託受益権

信託受託者 新生信託銀行株式会社

名称及び所在地 三重県多気郡所在の土地建物

愛知県西尾市所在の土地建物

岐阜県大垣市所在の土地建物

④取得価額 帳簿価額、売却価格はそれぞれ、当社の直近事業年度における連結貸借

対照表の純資産の30％を超えます。

　ＬＣＲＦ９

①譲渡契約日 平成28年10月28日

②引渡日 平成28年10月28日

③内容  

譲渡資産の種類 不動産信託受益権

信託受託者 ファースト信託銀行株式会社

名称及び所在地 愛知県東海市所在の土地建物

④取得価額 帳簿価額、売却価格はそれぞれ、当社の直近事業年度における連結貸借

対照表の純資産の30％を超えます。

(3)その他

本件譲渡に伴い、本譲渡資産取得資金用の借入金を全て返済することとなり、当該借入金に対して当社が

行っていた連帯保証が終了いたします。これにより、ＬＣＲＦ６及びＬＣＲＦ９は当社の連結子会社から外れ

ることになります。

なお、合同会社ＰＢＴＦ１（以下「本SPC」）による資産の取得資金借入にあたり当社が連帯保証を行ってお

ります。これにより、本SPCが当社の連結子会社になることになります。

 

 

 

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

 

 

令和２年４月22日

 

グローム・ホールディングス株式会社

取締役会　御中

 

赤坂有限責任監査法人

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 黒　　崎　　知　　岳　　㊞

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 荒　　川　　和　　也　　㊞

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の2第1項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている
グローム・ホールディングス株式会社（旧社名　LCホールディングス株式会社）の平成28年4月1日から
平成29年3月31日までの連結会計年度の第2四半期連結会計期間（平成28年7月1日から平成28年9月30日
まで）及び第2四半期連結累計期間（平成28年4月1日から平成28年9月30日まで）に係る訂正後の四半期
連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算
書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。
 
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠

して四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚
偽表示のない四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整
備及び運用することが含まれる。
 
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結

財務諸表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認めら
れる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我
が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比
べて限定された手続である。
　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
 
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般

に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、グローム・ホールディングス株式
会社（旧社名　LCホールディングス株式会社）及び連結子会社の平成28年9月30日現在の財政状態並び
に同日をもって終了する第2四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表
示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 
強調事項
重要な後発事象に記載されているとおり、平成28年５月23日開催の取締役会の決議及び平成28年６月

28日開催の定時株主総会における吸収分割契約の承認に基づき、平成28年10月１日に会社のサブリース
事業、不動産売買・仲介事業、建築・設計請負事業、プロパティマネジメント事業及びこれらに付随す
る事業に関して有する一切の権利義務（本件吸収分割契約に別段の定めがあるものを除く）をロジコム
分割準備株式会社に承継した。また同日をもって、株式会社ロジコム及びロジコム分割準備株式会社
は、ＬＣホールディングス株式会社及び株式会社ロジコムへ商号変更をした。
当該事項は、当監査法人の結論に影響を及ぼすものではない。

 

その他の事項
　四半期報告書の訂正報告書の提出理由に記載されているとおり、会社は、四半期連結財務諸表を訂正
している。なお、当監査法人は、訂正前の四半期連結財務諸表に対して平成28年11月11日に四半期レ
ビュー報告書を提出した
 
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。
以 上
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(注) １　上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告
書提出会社)が別途保管しております。

２　XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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